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中期経営計画策定に関するお知らせ 
  

当社グループは、この度、2019年12月期（平成31年12月期）までを実行期間とする中期経営計画を

策定いたしました。 

 

記 

 

１．中期経営計画の背景 

  

当社は、平成24年４月に株式会社セルシス及び株式会社エイチアイにより共同株式移転の方法をも

って設立され、デジタルによるコンテンツの創作からの利用・活用に至るまでの諸活動を、トータル

に支援できる環境の提供を経営理念に掲げ、事業を推進しております。 

 設立当初、受託開発業務の拡大等で中期的な売上高を70億円程度までに拡大することにより、企業

成長のための基盤作りとすることを目標としておりました。 

 今般、受託開発業務等での売上高の拡大の目標を見直し、グループ資源のシナジーを最大限発揮し、

グループＩＰ（知的財産）を核とした、自社製品／サービスを強化することにフォーカスした経営へ

シフトすることがグループの企業力強化になるものと判断いたしました。 

 そのため、売上高は、減少することとなりますが、グループＩＰの更なる強化により、競争力強化、

利益率の向上へと繋げてまいります。 

 その一環として、当連結会計年度第２四半期においては、株式会社エイチアイの中目黒の事務所を

西新宿の当社事務所へ移転統合することを決定し、一時的に特別損失が発生するものの、研究開発力

の向上、オペレーションの効率化がより推進されるとともに、来期以降は、費用削減による、経営効

率の向上が図られるものであります。 

また、連結子会社株式会社ユーアイズデザインの株式の譲渡等により、財務等における経営資源の

集中と配分を重視し、経営効率向上にも努めてまいります。 

 

２．施策 

 

（1）開発力の強化 

 

グループ内における研究開発業務の重複を防ぎ、人的リソース等の効率化を図るため、 機動的

な開発プロジェクト推進を可能にする組織体制の構築と、グループ共通の開発環境を整備し、グ

ループ全体で使用できる共通コアエンジンの開発をすすめ、各社のアプリケーションソフトウェ

アに実装する体制を構築し、自社ＩＰ製品の開発体制を強化してまいります。 

 

 

 



 

２ 

 

（2）費用の削減 

 

当連結会計年度第２四半期において決定いたしました、事務所の移転統合や間接部門の集約化

を始めとした、費用全般の圧縮をさらに推進してまいります。 

 

（3）セグメント別施策 

 

①コンテンツソリューション事業 

  電子書籍分野においては、顧客サポートの強化等、電子書籍市場における現在のポジションを

保持しながら、新規デバイスの登場等の機会には、拡大を図ってまいります。 

  グラフィクス分野では、クリエイター向けツール提供の事業を土台に、デジタルコンテンツの

制作・流通・再生に係るサービス提供に注力し、ソフトウェア販売とのシナジーで事業化・収益

化に努めてまいります。 

 

②クリエイターサポート事業 

  当連結会計年度中に、製品ラインナップを整備するため、14年間に渡りご愛顧いただきました、

マンガ制作ソフトウェア「ComicStudio」、また、イラスト制作ソフトウェア「ILLUST STUDIO」

等の販売を終了いたしました。今後は、両ソフトウェアの機能を引き継いだ「CLIP STUDIO PAINT」

の更なる研究開発と同時に、インターネットを中心としたサービスの充実を図り、当社グループ

のソフトウェア群を利用して創作活動を行うクリエイター数を国内外で最大化させることに努め

てまいります。 

 

③ＵＩ／ＵＸ事業 

「デザインエンジニアリング」をテーマに事業活動を推進しておりますが、従来、規模拡大を

目標とする受託開発を主体とした売上獲得から、今後は、自社ＩＰ製品ビジネス中心の売上獲得

へとビジネスモデルの転換を図り、原価低減及び利益の拡大に努めてまいります。 

中でも、自動車（四輪・二輪）関連分野については、特に注力し、自動車業界におけるソフト

ウェア「Tier1」（一次サプライヤー）メーカーとして、次世代UIオーサリングツール「exbeans 

UI Conductor（エックスビーンズユーアイコンダクター）」を始めとする自社ＩＰ製品の研究開

発をグループ全体で推進し、積極的に営業活動を展開してまいります。 
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３．目標数値（連結） 

    （単位：百万円） 

 
第４期 

平成 27年 12月期 

第５期 

平成 28年 12月期 

第６期 

平成 29年 12月期 

コンテンツソリューション事業 １，０２１ １，１５５ １，１４７ 

クリエイターサポート事業 ８４９ １，００１ １，０６０ 

Ｕ Ｉ ／ Ｕ Ｘ 事 業 ２，４１７ １，７１０ １，７９０ 

ア プ リ ケ ー シ ョ ン 事 業 ６２ － － 

売 上 高 合 計 ４，３４９ ３，８６６ ３，９９７ 

営 業 利 益 １８１  ２８６ ３４９ 

営 業 利 益 率 ４．２％ ７．４％ ８．７％ 

 

 
第７期 

平成 30年 12月期 

第８期 

平成 31年 12月期 

コンテンツソリューション事業 １，２５６ １，５１８ 

クリエイターサポート事業 １，１１５ １，１７８ 

Ｕ Ｉ ／ Ｕ Ｘ 事 業 ２，１５０ ２，３２０ 

ア プ リ ケ ー シ ョ ン 事 業 － － 

売 上 高 合 計 ４，５２１ ５，０１６ 

営 業 利 益 ８３７ １，１９０ 

営 業 利 益 率 １８．５％ ２３．７％ 

 

 

以 上 


